


おもな天文現象「天文年鑑2019」より抜粋
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４月５日２４時ごろ

 ４月２０日２３時ごろ

 ５月 ５日２２時ごろ

 ５月２０日２１時ごろ

 ６月 ５日２０時ごろ

 ６月２０日１９時ごろ

４～６月の星空
春の北の空高くには、有名な北斗七星が見つけら
れます。北斗七星は星座名ではなく、星座の一部。
おおぐま座のしっぽの部分にあたります。この北斗
七星のひしゃくの柄の部分を延ばしていくと、うし
かい座の一等星アークトゥルス、さらに延ばすと、
おとめ座の一等星スピカにぶつかります。この二つ
の星を底辺にして正三角形をつくることができる二
等星がしし座のデネボラ。この正三角形を春の大三
角と呼んで、春の星座を見つける目印となります。
 春の星座には面白いものがたくさんあります。南
の空に長くつながる「うみへび座」。つぶれた台形
にしか見えない「からす座」。ちょっと飲みにくそ
うな「コップ座」。誰の髪の毛？「かみのけ座」。う
しかい座の隣には、王様の「かんむり座」がありま
す。星図を見ながら探してみたり、その星座の由来
を調べてみたりするのも楽しいです。 
この季節には、天の川が見られませんが、その代
わりに、私たちの天の川銀河の外側、何万光年も彼
方にある系外銀河がたくさん見つけられます。望遠
鏡でその微かな光を感じてみましょう。 

４月５日清明（太陽の黄経が15°になる）．新月．
   １２日 水星が西方最大離角
   １３日 上弦 
   １９日 満月 
   ２０日 穀雨（太陽の黄経が30°になる）
   ２７日 下弦
５月５日新月
    ６日 立夏（太陽の黄経が45°になる）

みずがめ座η流星群が極大
   １２日 上弦 
   １９日 満月 
   ２１日 小満（太陽の黄経が60°になる）
２７日下弦
６月３日新月
    ６日 芒種（太陽の黄経が75°になる）
   １０日 上弦 
   １１日 木星が衝 
       入梅（太陽の黄経が80°になる）
   １７日 満月 
   ２２日 夏至（太陽の黄経が90°になる）
   ２４日 水星が東方最大離角
   ２５日 下弦 
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 ６月１１日の「木星の衝」に続き、7月１０日には「土星が衝」を迎えます。「惑星の衝」とは、
その惑星が、地球から見て太陽の正反対に位置するとき。つまり、日没と同時に東の空に昇り、日の

惑星の衝 

出とともに西の空に沈んでいくのです。また、地球に近づくタイミングでもあるので、一晩中、見やすい「観測の好
機」なのです。この前後２か月ほどその時期が続きます。この夏に向けて、木星と土星が、その見ごろを迎えます。


